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１  はじめに  

内閣府の調査（ 2022） ⅰ ） では、 15歳

から 64歳のひきこもり状態である者は

推計 146万人にのぼる。  

町田市ではひきこもり相談数の増加

の背景から、対策の一つとしてひきこ

もりネットワーク会議を実施してい

る。今回はひきこもり地域支援ネット

ワーク構築に向けた取組み経過と状

況、今後の方向性について報告する。  

 

２  取り組み内容と経過  

（１）目的  

 ひきこもり支援者のスキル向上、関係

機関との連携協力体制の整備、関係機関

が ひ き こ も り を 理 解 し 支 え る 地 域 支 援

ネットワークの構築を目指す。  

（２）実施状況  

町田市では、2012 年度から「ひきこも

り者支援体制推進事業」を「町田市新 5

ヵ年計画」の重点事業に位置づけた。そ

の中で、ひきこもり支援に係る社会資源

調査、ひきこもり相談ガイドブックの作

成、市民及び民生児童委員を対象とした

意識調査、精神科医療機関への調査を実

施した。その結果から、2014 年度にひき

こ も り 地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 準 備

会を立ち上げ、2015 年度以降はひきこも

りネットワーク会議（以下、会議）とし

て実施している。  

会議では主に事例検討会、各機関の役

割や他機関連携による支援のあり方、ひ

き こ も り 者 支 援 イ メ ー ジ 図 の 共 同 作 成

などを実施している。参加機関を、教育、

就労、当事者支援（居場所等実施機関）、

保健医療福祉分野に分け、当初は分野内

の連携強化を目的とし、 4 年目以降は分

野外との連携強化を目的とし、実施して

いる。  

さらに、各分野から代表者を人選し、

事 務 局 と と も に 運 営 方 針 を 検 討 す る た

めの「代表者会」と称した会議を 2016 年

度より開始した。（表 1）（表 2）（表 3）

（表 4）。  

 

（表 1）2024 年度ネットワーク会議の参

加状況  

 参 加 機 関 数  参 加 人 数  

教 育  6 10 

就 労  5 6 

当 事 者 支 援  6 8 

保 健 医 療 福 祉  8 8 

合 計  25 32 

 

（表 2）参加機関の一例  

教育  
教育センター、特別支援学

校、フリースクール等  

就労  
就労支援センター、ハロー

ワーク等  

当事者

支援  

自立訓練事業所、 NPO 法人

等  

保健医

療福祉  

社会福祉協議会、病院、障

がい者支援センター等  

 

 



 

（表 3）開催経過  

  

開 催 数  

内 容  

代

表

者

会  

全

体

会  

2015   4 事 例 検 討 会  

2016 3 4 

事 例 検 討 会 （ 1 回 ） ひ

き こ も り 者 支 援 イ メ ー

ジ 図 作 成  

2017 1 3 事 例 検 討 会 (3 回 ) 

2018 2 2 
事 例 検 討 会 (1 回 ) 

講 演 会   

2019 2 2 

事 業 内 容 共 有 シ ー ト 更

新  

事 例 検 討 会 （ 1 回 ）  

 

 

2020 1 0 

緊 急 事 態 宣 言 発 出 の た

め 中 止  

参 加 機 関 に 対 し て コ ロ

ナ 禍 で の 変 化 に つ い て

ア ン ケ ー ト 実 施  

 

 

2021 2 1 書 面 開 催   

2022 2 2 

ひ き こ も り ガ イ ド ブ ッ

ク 補 足 説 明 （ オ ン ラ イ

ン 開 催 ）  

事 例 検 討 会 （ 1 回 ）  

 

 

2023 2 2 事 例 検 討 会 （ 2 回 ）   

2024 2 2 
事 例 検 討 会 (1 回 ) 

事 業 所 紹 介  

 

 

（表 4）事例検討内容  

年 度  提 出 機 関  テ ー マ  

2016 保 健 医 療

福 祉  

保 健 所 本 人 グ ル ー プ

と の 関 わ り  

2017 

就 労  精 神 的 な 課 題 の な い

ひ き こ も り 支 援  

就 労  就 労 後 の 社 会 資 源 と

将 来 的 課 題 へ 支 援  

教 育  不 登 校 が あ っ た 生 徒

の 進 路 支 援  

2018 教 育  知 的 課 題 か ら 精 神 症

状 が 生 じ ， ひ き こ も

り 状 態 の ま ま 高 校 を

卒 業 後 す る 方 へ の 支

援  

2019 就 労  ひ き こ も り の 就 労 支

援  

2020 実 施 な し  

 

2021 実 施 な し  

 

2022 保 健 医 療

福 祉  

知 的 障 が い を 伴 い 支

援 拒 否 の 強 い ひ き こ

も り の 支 援  

2023 教 育  本 人 及 び 家 族 に 支 援

希 望 が な い ひ き こ も

り の 高 校 卒 業 後 の 支

援  

当 事 者 支

援  

40 代 ひ き こ も り の 社

会 参 加 及 び 家 族 支 援  

2024 就 労  共 依 存 す る 母 子 の 支

援  

 

 
 

 

（３）参加機関の推移と参加方法  

立ち上げ当初は 14 機関 12 名が参

加していたが、2024 年度時点では 25

機関 32 名にまで増加した。参加方法

は、町田市内外でひきこもり支援に

関わる機関で、現在参加している機

関からの紹介又は希望により会議の

目的に適すると事務局が判断した機

関としている。なお、事務局は保健

所が行っている。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  会議のあり方についての調査  

参加機関の継続参加への動機、会議の

開催目的の評価、会議のあり方を検討す

ることを目的として、参加者に対してア

ンケート調査（記名、紙面）を行った。 

  

1）内容  

時期： 2023 年 6 月  

対象：会議参加者 21 名  

質問 1「あなた自身、あるいはあなた

の 所 属 す る 組 織 が 本 会 議 に 参 加 す る 目

的や期待することは何か」。  

質問 2「本会議以外に参加しているひ

き こ も り に 関 す る 会 議 や ネ ッ ト ワ ー ク

の有無」。  

質問 3「本会議に対する満足度」のア

ンケート調査（複数回答）、を行った。  

 

2）結果  

参加者 21 名のうち、19 名（分野内訳：

教育 5 名、就労 5 名、保健医療福祉 5 名、

当事者支援 4 名）の回答を得た（各項目

において無回答を除き集計した）。  

参加動機で最も多かったのは「顔の見

える関係づくり」が 15 名であった。次

いで「地域課題の抽出」が 11 名、「事例

検討会」 9 名であった。  

教 育 分 野 で は 顔 の 見 え る 関 係 づ く り

が 5 名と最も多く、就労分野では顔の見

える関係づくりが 4 名、事例検討会 4 名、

地域課題の抽出 4 名と多く、当事者支援

分野では地域課題の抽出が 3 名と多く、

保 健 医 療 福 祉 分 野 で は 顔 の 見 え る 関 係

づくりが 5 名と最も多かった（図 1）。  

質問 2 について、「ある」と回答した

ものが、就労・当事者支援・保健医療福

祉の各分野に 1 名いた。教育分野は「あ

る」と回答したものはいなかった。（図 2） 

質問 3 について、「とても満足」と回

答したものが 10 名、「やや満足」と回答

したものが 7 名、「どちらでもない」と

回答したものが 1 名いた。分野別では、

「とても満足」と回答したものは教育 4

名、就労 3 名、当事者支援 2 名、保健医

療福祉 1 名であった。「やや満足」と回

答したものが教育 1 名、就労 2 名、当事

者支援 1 名、保健医療福祉 3 名であった。

（図 3）  

 

（図１）会議への参加動機  

 
 

（図 2）会議以外に参加しているひきこも

りに関する会議やネットワークの有無  

 

 

 

 

 



 

（図 3）会議に対する満足度  

 

４  考察  

(１ )ネットワークの構築について  

参加機関数は立ち上げ翌年より 26 機

関に増え、以降は 23～ 26 機関で推移し

ている。参加機関の加入・辞退を繰り返

しながら継続している。  

参加機関より、系列機関の参加要望も

あり参加機関が増加しつつある。会議に

参加することで、顔の見える関係性が構

築されるため、他の職員にも参加させた

いという意見が聞かれ、複数名参加する

機関も増加した。参加機関内においても

ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 の 必 要 性 が 認 知 さ れ

つつある。  

当事者の状態や状況は個々に異なり、

抱える悩みは多岐にわたっている ⅱ ）。そ

のため、支援は個別性が高く、包括的な

ア セ ス メ ン ト に よ る さ ま ざ ま な 対 応 が

求められる。よって、多機関による地域

の支援体制の構築が必要である。  

現在、事例検討等を通じて他分野の機

関と意見交換を行い、具体的な支援方法

を検討していくことを目指している。  

 

(２ )ひ き こ も り 支 援 に お け る 連 携 に つ

いて  

会議で顔見知りになることで、教育分

野 の 参 加 者 か ら 保 健 医 療 福 祉 分 野 の 参

加者に相談が入り、連携しながら継続し

た支援を実施している事例も聞かれた。

特 に 教 育 分 野 で は 回 答 者 全 員 が 本 会 議

に 顔 の 見 え る 関 係 づ く り を 期 待 し て お

り、本会議以外でひきこもりに関する会

議 や ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 の 場 が 整 っ て い

ないことが伺えた。また、事例検討で他

分野の意見を聞けたことで、今後の支援

に生かせたという意見も聞かれた。会議

を通して、支援者のスキル向上やエンパ

ワ ー メ ン ト に も 繋 が る 場 の 提 供 が で き

たと考える。  

保 健 所 と し て 地 域 の ネ ッ ワ ー ク 会 議

に関係機関の参加を呼びかけ、各機関の

専門性の向上、参加機関間の顔の見える

連携づくり、ひきこもりの多様性に応じ

ら れ る 支 援 の 仕 組 み づ く り が 期 待 さ れ

る ⅱ ）。今後、本会議の開催回数の妥当性

や 開 催 内 容 等 に 関 す る 検 討 は 課 題 で あ

る。そのためにも、代表者会で意見交換

を行い、より良い会議体制を検討してい

くことを目指していきたい。  

 

５  まとめ  

地 域 の 関 係 機 関 連 携 の コ ー デ ィ ネ ー

ト 機 能 を 保 健 所 が 果 た し て い く こ と が

期待される ⅲ ）。今後も、保健所の強みや

各 関 係 機 関 の 得 意 分 野 を 活 か し た 地 域

支援ネットワークの構築による、ひきこ

も り 相 談 支 援 体 制 の 充 実 に 取 り 組 ん で

いきたい。  
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